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●わかりやすい医学教室
　脂質異常症 … 循環器内科
●認定看護師の紹介／歯科シリーズ
●感染対策委員会からのお知らせ

医療
法人王子総合病院

「紅葉を湖面に映して（オンネトー）」 白石セツ子

⒈ みなさまの意思（自己決定権）を尊重
　 した、安全で信頼される医療の提供に
　 努めます。
⒉ 地域基幹病院として、職員の研鑚に努
　 め、人間愛に満ちた高度な総合的医療
　 の提供に努めます。
⒊ 地域住民や医療機関との連携を緊密に
　 し、地域の医療、福祉、保健の向上に
　 努めます。

基本方針

みなさまの人格を尊重し、安全で最善の
医療を提供します。

医療法人 王子総合病院理念
「私たちは、みなさまの健康、医療、
　　　　介護を信頼と愛情で支えます。」

王子総合病院理念
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おかげさまで開院100周年
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脂
質
と
は
、
三
大
栄
養
素
の
一
つ

で
あ
り
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、
中
性

脂
肪
（
ト
リ
グ
リ
セ
リ
ド
）、
リ
ン
脂

質
な
ど
が
含
ま
れ
ま
す
。
主
に
は
肝

臓
か
ら
作
ら
れ
た
り
、
食
事
か
ら
と

り
込
ま
れ
た
り
し
、
体
内
に
お
け
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
消
費
さ
れ
て

い
ま
す
。
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
は
、
細

胞
膜
、
胆
汁
酸
、
各
種
ホ
ル
モ
ン
な

ど
の
原
料
と
し
て
も
利
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

血
中
で
は
リ
ポ
タ
ン
パ
ク
（
Ｌ
Ｄ

Ｌ
、 

Ｈ
Ｄ
Ｌ
な
ど
）
と
結
合
し
、血
流

に
の
っ
て
必
要
と
さ
れ
る
と
こ
ろ
へ

運
ば
れ
ま
す
。
主
に
肝
臓
か
ら
運
ば

れ
る
際
の
担
い
手
が
Ｌ
Ｄ
Ｌ
（
悪

玉
）、余
分
な
脂
質
を
肝
臓
へ
戻
す
役

割
を
果
た
し
て
い
る
の
が
、
Ｈ
Ｄ
Ｌ

（
善
玉
）
で
す
。
こ
れ
ら
の
脂
質
の
バ

ラ
ン
ス
が
く
ず
れ
、
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
や
中
性
脂
肪
が
多
く
な
っ

た
り
、
Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が

少
な
い
状
態
が
続
く
の
が
「
脂
質
異

常
症
」
で
す
。
血
液
中
の
脂
質
の
異

常
な
状
態
が
続
く
と
、
血
管
そ
の
も

の
に
影
響
を
及
ぼ
し
、
や
が
て
動
脈

硬
化
が
起
こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

以
前
は
「
高
脂
血
症
」
と
い
う
呼
称

が
用
い
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
２
０

０
７
年
に
改
訂
さ
れ
た
「
動
脈
硬
化

性
疾
患
予
防
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
か
ら

は
、「
脂
質
異
常
症
」
の
呼
び
名
と
な

り
ま
し
た
。
診
断
は
、
空
腹
時
の
採

血
検
査
で
、
下
記
に
示
す
基
準
値
に

あ
て
は
ま
る
場
合
に
脂
質
異
常
症
と

さ
れ
ま
す
。成
人
で
は
約
¼
程
度
、２
，

０
０
０
～
３
，０
０
０
万
人
の
脂
質

異
常
症
の
患
者
が
い
る
と
言
わ
れ
、

年
々
低
年
齢
化
し
て
い
る
傾
向
が
見

ら
れ
ま
す
。

　

自
覚
症
状
が
ほ
と
ん
ど
な
い
ま
ま

に
進
行
し
て
し
ま
う
脂
質
異
常
症
で

す
が
、
最
も
怖
い
の
は
、
動
脈
硬
化

を
引
き
起
こ
す
最
大
の
危
険
因
子
だ

と
い
う
こ
と
で
す
。
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
や
中
性
脂
肪
で
ド
ロ
ド
ロ

に
な
っ
た
血
液
は
血
管
壁
に
入
り
込

ん
で
粥
腫
（
ま
た
は
プ
ラ
ー
ク
）
と

よ
ば
れ
る
お
粥
の
よ
う
な
固
ま
り
を

作
り
、
動
脈
内
膜
を
肥
厚
さ
せ
る
こ

と
で
、
動
脈
硬
化
を
引
き
起
こ
し
ま

わかりやすい 医学教室

循環器内科主任科長  吉 田 大 輔

脂質異常症脂質異常症

吉 田 医 師

「脂質異常の診断基準」（空腹時採血）

　１．ＬＤＬコレステロール値が
　　　140mg/dL以上
　２．ＨＤＬコレステロール値が
　　　40mg/dL未満
　３．トリグリセリド（中性脂肪）値が
　　　150mg/dL以上

「動脈硬化性疾患予防ガイドライン2007年版」より

⒈ 

脂
質
異
常
症
と
は
？

⒉ 

脂
質
異
常
症
と
合
併
症
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す
。
動
脈
硬
化
に
な
れ
ば
血
管
は
弾

力
を
失
い
、
内
腔
が
狭
く
な
る
の
で
、

血
流
が
妨
げ
ら
れ
、
そ
れ
が
さ
ら
に
、

別
の
重
大
な
病
気
を
招
く
の
で
す
。

　

た
と
え
ば
、
心
臓
に
血
液
や
栄
養

を
送
る
冠
動
脈
に
動
脈
硬
化
が
起
き
、

血
管
が
細
く
な
っ
た
り
つ
ま
っ
た
り

す
る
と
、
狭
心
症
や
心
筋
梗
塞
と

い
っ
た
病
気
を
引
き
起
こ
し
、
脳
の

血
管
で
動
脈
硬
化
を
起
こ
し
、
そ
こ

に
血
栓
が
つ
ま
れ
ば
、
脳
梗
塞
を
発

症
し
て
し
ま
い
ま
す
。
脂
質
異
常
症

を
予
防
、
治
療
す
る
こ
と
は
こ
れ
ら

の
病
気
の
発
症
を
防
ぐ
こ
と
に
他
な

ら
な
い
の
で
す
。

　

脂
質
異
常
症
の
主
な
原
因
は
、
⑴

食
生
活
な
ど
の
生
活
習
慣
に
よ
る
も

の
、
⑵
遺
伝
的
な
異
常
に
よ
る
も
の
、

⑶
ほ
か
の
病
気
に
よ
る
も
の
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

原
因
の
う
ち
最
も
多
い
の
は
、
過

食
や
偏
食
、
運
動
不
足
な
ど
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
の
乱
れ
が
引
き
金
と
な
っ

て
引
き
起
こ
さ
れ
る
例
で
す
。
高
カ

ロ
リ
ー
の
食
事
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル・

飽
和
脂
肪
酸
・
糖
質
な
ど
を
多
く
含

む
食
品
、
ア
ル
コ
ー
ル
の
取
り
過
ぎ

は
、
血
中
の
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
や
中
性
脂
肪
を
増
加
さ
せ
ま
す
。

ま
た
、
運
動
不
足
は
脂
質
の
代
謝
能

力
を
低
下
さ
せ
て
中
性
脂
肪
の
蓄
積
、

す
な
わ
ち
肥
満
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

喫
煙
は
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を

変
性
さ
せ
、
Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
を
減
少
さ
せ
ま
す
。
ま
た
、
Ｌ
Ｄ

Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
酸
化
・
変
性

を
促
し
、
動
脈
硬
化
の
直
接
の
原
因

と
な
る
こ
と
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

ス
ト
レ
ス
は
ホ
ル
モ
ン
の
分
泌
を
狂

わ
せ
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
や
中
性
脂

肪
を
増
や
す
原
因
と
な
り
得
ま
す
。

他
と
し
て
、
先
天
的
な
誘
因
（
た
と

え
ば
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
細

胞
内
に
取
り
込
む
Ｌ
Ｄ
Ｌ
受
容
体
の

異
常
や
中
性
脂
肪
を
分
解
す
る
酵
素

の
欠
損
）
に
よ
り
脂
質
異
常
を
発
症

す
る
例
が
あ
り
、
遺
伝
性
が
あ
る
た

め
、
脂
質
異
常
症
の
診
断
を
う
け
た

家
族
、
親
族
を
持
つ
方
は
よ
り
注
意

が
必
要
で
す
。
そ
の
他
に
は
、
尿
に

蛋
白
が
も
れ
る
腎
臓
の
病
気
で
あ
る

ネ
フ
ロ
ー
ゼ
症
候
群
や
甲
状
腺
機
能

低
下
症
な
ど
の
病
気
に
合
併
す
る

ケ
ー
ス
が
あ
り
、
そ
れ
ら
は
続
発
性

の
脂
質
異
常
症
と
い
わ
れ
、
原
疾
患

に
対
す
る
治
療
が
優
先
と
な
り
ま
す
。

　

脂
質
異
常
症
に
な
ら
な
い
た
め
に

は
、
適
切
な
食
事
、
適
度
な
運
動
が

重
要
で
あ
り
、
ま
た
前
述
の
過
度
の

飲
酒
、
喫
煙
、
ス
ト
レ
ス
な
ど
の
危

険
因
子
を
避
け
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

　

脂
質
異
常
症
と
診
断
さ
れ
た
ら
、

食
事
療
法
と
運
動
療
法
が
治
療
の
基

本
と
な
り
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
効
果

が
な
い
場
合
は
、
内
服
薬
に
よ
る
治

療
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
そ
の
場
合

で
も
、
食
事
・
運
動
療
法
を
継
続
し

て
い
く
こ
と
が
大
事
で
す
。

　

脂
質
異
常
症
は
ほ
と
ん
ど
自
覚
症

状
を
伴
わ
な
い
た
め
に
、
健
康
診
断

な
ど
で
指
摘
さ
れ
て
も
軽
視
さ
れ
が

ち
で
す
が
、治
療
の
最
終
目
的
は
、動

脈
硬
化
を
防
ぎ
、
心
筋
梗
塞
や
狭
心

症
、
脳
梗
塞
な
ど
の
合
併
症
を
予
防

す
る
こ
と
に
あ
る
の
で
す
。
健
康
診

断
で
脂
質
異
常
を
指
摘
さ
れ
た
方
や

し
ば
ら
く
採
血
検
査
を
受
け
て
い
な

い
方
は
、
是
非
、
病
院
を
受
診
し
、
採

血
検
査
を
す
る
こ
と
を
お
す
す
め
し

ま
す
。

⒊ 

脂
質
異
常
症
の
原
因
？

⒋ 

脂
質
異
常
症
の
治
療

⒌ 

お
わ
り
に
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皆
様
こ
ん
に
ち
は
、
皮
膚
・
排
泄
ケ
ア
認

定
看
護
師
の
柏
田
真
希
で
す
。２
０
０
７
年

に
認
定
看
護
師
と
な
り
、２
０
０
８
年
8
月

よ
り
専
従
で
、
皮
膚
・
排
泄
ケ
ア
の
仕
事
に

従
事
し
て
お
り
ま
す
。

　

始
め
に
「
皮
膚
・
排
泄
ケ
ア
認
定
看
護

師
」の
紹
介
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
数
年

前
ま
で
は
、W

ound

創
傷O

stom
y

ス
ト
ー

マContinence

失
禁
の
頭
文
字
を
と
り
、

W
O

C

看
護
認
定
看
護
師
と
い
う
名
称
で
し

た
。
創
傷
で
は
、褥
瘡
（
床
ず
れ
）
や
傷
へ

の
ケ
ア
。
ス
ト
ー
マ
で
は
、ス
ト
ー
マ
を
造

設
し
た
患
者
様
の
セ
ル
フ
ケ
ア
指
導
や
ス

キ
ン
ト
ラ
ブ
ル
へ
の
対
応
。
失
禁
で
は
、オ

ム
ツ
に
よ
る
ス
キ
ン
ト
ラ
ブ
ル
等
に
関

わ
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、当
院
に
入
院
さ
れ
て
い
る
患
者

様
や
外
来
通
院
さ
れ
て
い
る
患
者
様
に
こ

の
よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ
た
場
合
、各
部

署
の
ス
タ
ッ
フ
よ
り
連
絡
を
頂
い
て
活
動

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、昨
年
ス
ト
ー
マ
外
来

を
開
設
し
ま
し
た
。「
数
年
間
同
じ
ケ
ア
を

し
て
き
た
け
れ
ど
、
こ
れ
で
大
丈
夫
か

な
？
」と
思
っ
て
い
た
患
者
様
や
退
院
後
ス

キ
ン
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
た
患
者
様
な
ど

へ
の
専
門
的
な
相
談
窓
口
と
し
て
実
施
し

て
お
り
ま
す
。

　

皮
膚
・
排
泄
ケ
ア
の
仕
事
の
基
本
で
あ

る
、ス
キ
ン
ケ
ア
に
つ
い
て
少
し
お
話
し
た

い
と
思
い
ま
す
。皮
膚
は
最
大
の
臓
器
と
言

わ
れ
、
常
に
外
界
と
接
し
、
体
内
環
境
を
守

る
大
切
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。私
た
ち

看
護
師
が
行
う
ス
キ
ン
ケ
ア
は
予
防
的
ス

キ
ン
ケ
ア
を
重
視
し
て
お
り
、ス
キ
ン
ト
ラ

ブ
ル
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
な
ケ
ア
を
す
る

こ
と
が
大
切
に
な
っ
て
き
ま
す
。ス
キ
ン
ケ

ア
で
は
皮
膚
の
洗
浄
・
清
潔
・
保
護
・
保
湿

が
必
要
に
な
り
ま
す
。
汗
や
皮
脂
・
排
泄
物

な
ど
皮
膚
に
付
着
し
て
い
る
「
汚
れ
」
を
取

り
除
き
、皮
膚
が
乾
燥
し
て
い
る
部
分
に
は

保
湿
し
、外
の
刺
激
か
ら
保
護
す
る
こ
と
で

す
。
大
切
な
の
は
必
要
以
上
の
洗
浄
で「
汚

れ
」以
外
の
皮
膚
を
傷
つ
け
て
し
ま
わ
な
い

よ
う
に
す
る
こ
と
や
、乾
燥
し
た
ま
ま
に
し

な
い
こ
と
で
す
。適
度
な
洗
浄
と
は
泡
で
汚

れ
を
包
み
込
み
、
十
分
に
流
す
こ
と
で
す
。

こ
す
り
取
る
こ
と
は
刺
激
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
皆
さ
ん
泡
で
洗
浄
し
て
い
ま
す

か
？
自
宅
で
あ
れ
ば
、専
用
の
ネ
ッ
ト
を
使

用
し
て
泡
を
作
成
し
、そ
の
泡
を
顔
や
体
に

付
け
て
十
分
に
流
し
て
い
き
ま
す
。病
院
で

は
、個
別
に
ネ
ッ
ト
を
用
意
す
る
こ
と
が
難

し
い
の
で
、ビ
ニ
ー
ル
袋
を
使
用
し
て
泡
を

作
成
す
る
方
法
も
実
施
し
て
い
ま
す
。①
ビ

ニ
ー
ル
袋
の
中
に
石
鹸
と
微
温
湯
を
少
し

入
れ
ま
す
②
写
真
の
よ
う
に
袋
を
こ
す
る

と
立
体
的
な
泡
が
出
来
上
が
り
ま
す
。

　

入
院
中
は
、乾
燥
し
や
す
い
た
め
市
販
の

保
湿
ク
リ
ー
ム
な
ど
が
あ
る
と
便
利
で
す
。

入
院
中
は
治
療
に
専
念
し
ま
す
が
、皮
膚
を

守
る
こ
と
も
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
ね
。

　

こ
の
よ
う
に
ス
キ
ン
ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ

る
前
や
褥
瘡
（
床
ず
れ
）
が
出
来
る
前
に
予

防
的
な
ケ
ア
が
、よ
り
浸
透
し
て
い
く
よ
う

に
今
後
も
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
認
定
看
護
師
の
紹
介

看
護
部

柏 

田 

真 

希

　

歯
周
病
と
糖
尿
病
に
は
密
接
な
関
係

が
あ
り
、
歯
周
病
は
糖
尿
病
の
第
６
の

合
併
症
で
す
。
糖
尿
病
に
か
か
っ
て
い

る
人
は
そ
う
で
な
い
人
と
比
べ
て
重
度

の
歯
周
病
に
な
る
リ
ス
ク
が
３
倍
も
高

い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
歯
周
病
で
慢

性
的
な
炎
症
が
あ
る
と
血
糖
値
を
下
げ

る
イ
ン
ス
リ
ン
に
体
が
反
応
し
に
く
く

な
り
糖
尿
病
が
悪
化
し
ま
す
。
一
方
、

糖
尿
病
で
歯
ぐ
き
の
血
流
が
乏
し
く

な
っ
た
り
、
血
糖
値
が
上
が
る
と
歯
周

病
に
対
す
る
抵
抗
力
が
落
ち
て
し
ま
い

ま
す
。

　

歯
周
病
と
糖
尿
病
は
一
方
が
悪
化
す

れ
ば
も
う
一
方
の
症
状
も
悪
化
す
る
と

い
う
悪
循
環
に
陥
り
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● ● ● ●　感染対策委員会からのお知らせ　● ● ● ●

　今回は、流行シーズンが近づいてきたインフルエンザのワクチン接種と感染予防策、最
近報道が続いている多剤耐性菌についてご案内させて頂きます。

１. インフルエンザ流行シーズンに向けての確認事項
　2009年に新型インフルエンザが流行したのは少し前のように感じますが、再びインフルエンザの
流行シーズンがやってきます。「今シーズンの流行はどうなるのか？」が気になるところです。イン
フルエンザ予防の基本となるワクチン接種ですが、当院では10月4日から接種を開始致します。そ
のワクチン接種をはじめ、これからの時期に向けた感染予防策のポイントを、今回はQ＆Aで紹介
させて頂きます。

　１）今シーズンのワクチン接種
Q1. ワクチンは？
　新型と従来の季節性が混合されたワクチンです。

Q2. 接種回数は？
　13歳以上の方は通常1回、13歳未満は2回接種となります。

Q3. 接種時期と有効期間
　ワクチンは、接種してから免疫効果が得られるまでに2週間程度かかり、約5 ヶ月間は効果が
持続します。季節性インフルエンザの流行は、例年12月下旬から3月上旬が中心となります。12
月上旬までには接種を受けておくことをお勧めします（図1）

図1　接種時期と有効期間　　　　  　インフルエンザ流行時期

10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 4 月

　　 ワクチン接種時期　　　　　　　　　　　　　ワクチンの有効期間

Q4. 効果は？
　インフルエンザワクチンは、はしかワクチンのように発病をほぼ確実に阻止するほどの効果
は期待できませんが、高熱などの症状を軽くし、合併症による入院や死亡を減らすことができ
ます。季節性インフルエンザワクチンでは、65歳以上の健康な方について約45％の発病を阻止
し、約80パーセントの死亡を阻止する効果があったとの報告があります。
　新型インフルエンザの感染者は、多くは軽症のまま回復していますが、なかには重症化して
いる方がいます。重症化する率は、高齢の方や基礎疾患のある方で高くなっています。また妊
娠中の方についても、海外の報告から重症化のリスクの高いことがわかっています。
　65歳以上の方や基礎疾患（気管支喘息等の呼吸器疾患、慢性心不全、先天性心疾患等の循環
器疾患、糖尿病、腎不全、免疫不全症（免疫抑制剤による免疫低下も含む）など）のある方、妊
娠中の方では特に、ワクチン接種による予防をお勧めします。
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　２）感染予防策
　　Q5. 感染経路は？

　インフルエンザは、ウイルスが気道粘膜に付着することによって感染します。感染した人の
つばや気道分泌物がせきやくしゃみで飛散した際に、①気道粘膜に直接付着する“飛沫感染”、
②気道分泌物に触れた手でウイルスを運んでしまう“接触感染”があります。

Q6. 感染予防策は？
　ワクチンを接種しても、感染を100％予防することはできません。感染しない・させない・
ひろげないためには、手洗い・うがい、適度な湿度の保持、十分な休養と栄養摂取、人混みへ
の外出を控える、外出時のマスク着用などの基本的な対策と、せきエチケット（図2）を守る
ことが必要です。

2. 多剤耐性菌報道に関して
　最近、国内で検出例の少ない多剤耐性アシネトバクター、新たに確認されたNDM-1産生菌といっ
た多剤耐性菌の報道が続きました。今回報道されていたような多剤耐性菌は、当院ではこれまで検
出されていません。
　多剤耐性菌とは、「多くの抗菌薬（抗生剤）が効かなくなった細菌」のことです。感染した場合は、
抗菌薬が効かないため治療が難しくなります。院内においては、今後も患者さまへ安全な医療を提
供できるよう、耐性菌発生の監視と感染予防策の徹底に取り組んでいきます。

接 種 開 始 10月4日より

接 種 方 法 予診票を記載して頂き、医師の診察後に接種となります。

料 　 　 金

1回目 3,255円　2回目 2,550円
※2回目は、1回目を他の医療機関で接種した方は3,255円となります。
※苫小牧市内在住の65歳以上の方1,050円
　（その他に居住の方や、詳細は各市町村にご確認下さい。）
※医師の診察後に接種を見合わせた場合、1,790円
（37.5℃以上の発熱や体調不良の場合などは、医師の診察により接種を行
えない場合がありますのでご注意下さい）

お 電 話 で の 問 い 合 わ せ 王子総合病院　☎0144−32−8111

当院で接種を希望される方へのご案内

※小児科のみ予約制となっております。

図2　せきエチケット

①せきやくしゃみをするときは、口・鼻をティッシュでおおう。
　（1回のくしゃみで飛散する飛沫の数は約200万個、せきでは10万

個となります）
②ティッシュはゴミ箱に廃棄する。
③呼吸器分泌物に触れた手を洗う。
④せきやくしゃみの症状のある人は、マスクをして他の人から1m以

上離れる。
⑤マスクの設置。（院内では、マスク自動販売機をエントランスホー

ル再来機横と救急外来入口に設置しています。必要な方はご利用
下さい。）

⑥ポスターを掲示する。

①

②
③

④

⑤

⑥
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月　曜　日 火　曜　日 水　曜　日 木　曜　日 金　曜　日

午　前 午　後 午　前 午　後 午　前 午　後 午　前 午　後 午　前 午　後

担当医 担当医 担当医 担当医 担当医 担当医 担当医 担当医 担当医 担当医

循 環 器 内 科
午前 新患受付11：00

1 診 大　畑 石　井 堀　田 石井 月2回
ペースメーカ外来 石　井 大　畑 大　畑 石　井

2 診 堀　田 吉　田 吉　田 吉　田

3 診 大　岩 大　岩 大　岩 堀　田

4 診 松　本 松　本 加　藤 加　藤 松　本 加　藤

消 化 器 内 科
午前 新患受付11：00

2 診 小　野 田　村 平　川 太田（出張医）
予約のみ 平　川 小　野 田　村 平　川

3 診 南 土　居 土　居 南 南 田　村 土　居 土　居 小　野

血液腫瘍内科
午前 新患受付11：00

4 診 藤　見 蟹　澤 蟹　澤 藤　見 蟹　澤 蟹　澤 藤　見 南

5 診 ※蟹澤（予約患者
のみ）10：30 〜

呼 吸 器 内 科
午前 新患受付11：00 1 診 小　栗 河　井 小栗 予約・新患

は紹介患者のみ 小　栗 河　井 河　井 菊　池
（出張医） 小　栗 猪　村

（出張医）

内 科 内　科
診療室 藤　瀬 藤　瀬 藤　瀬 藤　瀬

（予約のみ）

神経・精神科 4 診 出張医

外 科
2 診 狭　間 浅　野 狭　間 佐　藤 岩　井

11：00 まで 浅　野 妻　鹿

3 診 妻　鹿 岩　井
11：00まで 岩　井 乳腺外来 岩　井

心臓血管外科 1 診 村　上 牧　野 村　上 杉　木
（静脈瘤外来）

脳 神 経 外 科 1 診 堀　田 柏　原 堀　田 柏　原 柏　原

整 形 外 科
午 前 受 付11：00

1 診 鈴　木 鈴　木
スポーツ外来 鈴　木 鈴　木 鈴　木 大　本

スポーツ外来 大　本

2 診 大　本 三　浪 大　本 三　浪 三　浪

産 婦 人 科

1 産 勘　野 産後検診のみ
（不定）

蒲牟田
（不定） 小田切 野　村 福　本

2 婦 野　村 勘　野 野　村 勘　野 小田切

眼 科
午 前 受 付11：00

1 診 北　谷 北　谷 北　谷 北　谷 北　谷 北　谷

2 診

耳 鼻 咽 喉 科
1 診 荒　川 荒　川 荒　川

11：00まで
荒　川

11：00まで
荒　川

11：00まで 荒　川 荒　川

2 診 太　田 太　田 太　田
11：00まで

太　田
11：00まで

太　田
11：00まで 太　田 太　田

皮 膚 科
午 前 受 付11：00

1 診 出張医 出張医 出張医

2 診

泌 尿 器 科
1 診 田　口 村　中 不　定 田　口 不　定 不　定 不　定

2 診 不　定 不　定 不　定 不　定 不　定

小 児 科

1 診 福　島 鈴木（秀） 福　島 一般外来
休　診 福　島 一般外来

休　診 鈴　木 一般外来
休　診 城 鈴　木

2 診 小　林 福　島 小　林 鈴　木
エコー外来 小　林 小林・城

〈乳児健診〉
〈予防接種〉
14：00〜診療開始

小　林 鈴木
（予約のみ） 小　林 小　林

3 診 不定（1ヶ月検診）
麻酔科外来にて

不定
（予防接種）

4 診 武田（月1回）
心臓外来

佐々木（聡）（月1回）
腎臓受付13：30〜
15：00まで

田島（月1回）
内分泌

放 射 線 科 1 診 北　原 北　原 北　原 北　原 出張医

麻 酔 科 1 診 田　中 浅　野 浅　野

歯 科
1 診 岡　田 岡　田 岡　田 岡　田 岡　田 岡　田 岡　田 岡　田

岡　田 岡　田
14：00〜2 診 出張医 出張医 出張医 出張医 出張医 出張医

【ご注意】
①都合により診療時間、医師が変わる事がありますので、あらかじめご了承下さい。

（最新の情報は当院ホームページをご覧下さい。）http://www.ojihosp.or.jp/
②初診受付時間、午前（8：30 〜 11：30）午後（13：00 〜 15：00）
③再来機受付時間、午前（7：00 〜 11：30）午後（12：15 〜 15：00）
　※連携室又は医師（蟹澤、藤見）に直接連絡をしている予約のみです。

④神経・精神科は、当院他科医師の紹介が必要です。
⑤歯科は予約制になっております。

外来診療案内 ※10月より全科、土曜日休診となります。
平成22年10月1日現在（都合により変わる場合があります。）
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「らいふ」の掲載内容についてご意見、ご要望がございましたら遠慮なく事務局までお申しつけ下さい。

　9月18日㈯、ケアライフ王子において敬老会が開
催されました。今年はご家族様にもご来場いただ
き、大勢の方々でお祝いしました。
　藤瀬施設長、一区町内会の米田会長よりお祝いの
ご挨拶をいただき、歌謡ショーや器楽演奏により楽
しい時間を過ごすことができました。利用者様には
お一人ずつプレゼントを贈呈させていただきました。

糖尿病教室のお知らせ
糖尿病教室のお知らせ
糖尿病教室のお知らせ糖尿病教室のお知らせ

表紙写真の募集表紙写真の募集

※直接会場においで下さい。
※講師の都合により開催中止の場合もありますので
　電話にてご確認下さい。（☎0144-32-8111 循環器外来まで）

下記の日程で開催します。
どなたでも参加できます。

○開催日：11月19日（金）
　　　　　12月17日（金）
　　　　　 １月21日（金）
○時　間：午前10時30分～
○場　所：王子総合病院　講堂（3階）
○講　師：医師、理学療法士、薬剤師
　　　　　管理栄養士、看護師
　　　　　歯科衛生士

お気軽にご参加ください

参加費
無　料

ケアライフ敬老会開催ケアライフ敬老会開催

条件
●１人何点でも結構です。
●風景写真（人物は写らない方が良い）
●カラー写真
●原則として応募写真は返却いたしません。
　（返却ご希望の方はお申出下さい。）

応募方法
●写真の裏にタイトル、住所、氏名、電話番号を記
入願います。
●提出先は「らいふ」事務局まで。
●採用の方には「らいふ」郵送にて発表します。
　お写真下にお名前を掲載させて頂き、粗品を
　進呈いたします。

休診のお知らせ（年末年始）

午前・午後

12/31
（金）

1/1
（土）

1/2
（日）

1/3
（月）

1/4
（火）

休 休 休 休 休

などの症状のある方は、乳腺外来の受診をお勧め
します。また、早期発見のため乳がん検診も行っ
ております。

〈診察日〉毎週水曜日午後
　　　　 （診察受付は 13：30～15：00）
〈担当医〉岩井外科主任科長
　　　　 （都合により変更の可能性があります）
〈場　所〉外科外来
〈対　象〉症状のある初診の乳腺疾患の患者さま
　　　　 （乳がん検診も受け付けます）
　受付後、必要に応じて診察前にマンモグラフィー、乳腺
超音波検査を行い、その結果は当日にお知らせします。追
加の検査が必要な場合は、予定を立てたうえで再診してい
ただく場合があります。（乳がん検診の場合はマンモグラ
フィー 2重読影のため結果は後日郵送となります）
　なお、通常の外科外来診療においても従来通り乳がんを
含めた乳腺疾患診療、乳がん検診を行っております。

乳腺外来開設のご案内
平成22年10月より
乳腺外来を開始します。

・乳房にしこりや違和感がある
・わきの下にしこりや腫れがある
・乳頭から血液の混ざる分泌液がある

………………………………………

………………………………………


